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本学医療秘書科 ではワ ー ドプロセソサ教育を
1985年度から開始した。当初，富士通の『オア
シス100S』 を30台設臨し， 100名の学生を 1グ
ループ25名の 4クラスに分け， 90分授業を週 l
回，通年行う実習形態にした。キーボー ドには
富士通独自の ‘親指シフト”と ，一般的な “JIS


















に習熟する必要はないと 考 えた。学生個人が 1

















































































































少ない（ I), 中位 (I)，多い（皿）の 3種類
とし，それぞれについて，“かな記号キー”の打




































































































か な 入 力 ローマ字入力
平 均 標準偏差 平 均 標準偏差
換 算 実 r 子 数 519.24 90.70 541.14 91.97 
I 
号mJl!七 r 子 数 34.92 28.10 22.93 27.83 
換 罪 実 r 子 数 508.00 85.15 534.27 81.29 
I 
誤 r 子 数 24.47 22.28 14.89 18.56 
換 ， ブ9二←； 実 r 子 数 472.50 80.75 508.20 77.16 
I 
舌9六9’ r 子 数 23.68 26.14 13.82 15.98 
830字-数 仁
文章 I 字数 文章 I 字数
830- L 830-
にニコ カナ人力-IJーマ字人力
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入〗□五ここ章 I I m 
か な 1,243 1,406 1,532 
ローマ字 1,919 2,053 2,071 
























文 章 I I 皿
入力速度
入力方法 か な ローマ字 か な ローマ字 か な ローマ字
-—•----
速 い (550~ ） 7 25 7 22 5 14 
普 通 (450-549) 22 19 20 28 15 27 
遅 しヽ ( -449) ， 12 11 6 18 15 
合 計 38 56 38 56 38 56 
平 均 497.47 533.34 500.s4 I 530.34 463.42 503.46 
標 準 偏 差 99.32 94.72 84.50 82.38 77.07 78.00 
Wilcoxon統計量 Zo = 1.9243* Zo = 2.6697** Zo = 2.1318* 
＊有意水準0.05で有意差あり ＊ ＊有意水準0.01で有意差あ り
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4.おわりに
今回の調査研究で，本学医療秘書科の学生に
とって日本語ワ ード プロセッサを 「速く」，「正
確に」入力できるのは，打鎚数よりも運指範囲
の狭さの方が寄与していることが実証された。
つまり ，プラインド ・タッチが容易にできるロ
ーマ字入力の方が有利であることが分かった。
しかし，現在かな入力を選択している学生が
約 4割いること，および速いグループの中にも
少数ではあるがかな入力者がいることなどを考
應すると，本学科のワードプロセッ サ教育をロ
ーマ字入力だけに絞って行うにはまだ問題が残
るように思われる。そこで，今後の教育プログ
ラムの策定には，今回の調査結果をふまえて，
入力方法の選択は学生個人に任せる方針は維持
するが，ローマ字入力選択の比重を重くしてい
く方向でも考えてみたいと思っている。
今回の研究は，文章だけに絞って速度と正確
度を調べたが，グラフ作成や作表についても調
査を行い，ワ ー ドプロセッサ教育の充実を図っ
ていきたいと考えている。
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